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【表紙画像説明】
すばるHyper Suprime-Cam（HSC）の 3年度分のデータを使って得られた弱い重力レンズによる宇宙

論パラメタの推定結果（青色で 68％, 95％信頼領域を示す）．競合観測である米国の Dark Energy Survey
（DES）および欧州の Kilo-Degree Survey（KiDS）と同様に，宇宙マイクロ波背景放射（CMB）観測
（Planck 2018）からの推定値とはずれており，宇宙の標準模型の綻びを示す可能性がますます高まってき
ている．


